
周南市 水素・木質バイオマスによる脱炭素・低炭素コンビナート構想(案）
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・市庁舎,駅ビルへ電力供給（実施中）
・水素 , 未利用蒸気の利用 （構想）

電力蒸気

※CO2を回収,貯留,利用する技術

水素

木質バイオマスの地産地消化
市有林における早生樹活用実証（着手),近接立地、

安価安定な電力,蒸気を活用した地域内生産

輸入燃料の多様化
水素＋石炭・バイオマス

木質バイオマス・石炭水 素
（液化水素・有機ハイドライド等）

水素先進都市の加速化
水素ｽﾃｰｼｮﾝ新増設、定置用燃料電池設置(実証)

燃料電池自動車普及促進、FCバス導入、非常用電源活用

次期・周南市水素利活用構想･計画（案）

〇水素製造、輸送・貯蔵の
本格化

・海外での未利用ｴﾈ由来水素
の製造等(2030年～)

・国内外でのCO2フリー水素
の製造等(2040年～)

〇水素発電
・既存設備での混焼発電
・専焼技術確立(2030年～)
〇地域における水素輸送
・ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ輸送(2030年～)
〇水素ｽﾃｰｼｮﾝ整備
・2025年 320箇所
・2030年 900箇所
〇定置用燃料電池の自立的普及
・家庭用 2020年～
・産業用 2020年代後半～
〇燃料電池自動車の普及
・2025年 20万台
・2030年 80万台

〇燃料電池バスの普及
・2030年 1,200台

(国)水素燃料電池ロードマップ(2019)

〇バイオマスのコスト低減
・燃料用途の森(ｴﾈﾙｷﾞｰの森)を
目指した早生樹育成により
ｺｽﾄ削減、短期間出荷が期待

・早生樹の商業利用化による
林業と発電事業の持続可能な
共生構築も期待

(国)林業・木質バイオマス発電の成長
産業化に向けた研究会(2020）

（単独市町村として国内最大の認可出力）
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